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福岡県の最低賃金27円引き上げ時間額841円に

東京都との格差は１円拡大

生
計
費
原
則
に
も
と
づ
く
賃
上
げ
を

19 

人
事
院
勧
告

第
30
回
福
岡
県
労
連
定
期
大
会

ところ：第三博多偕成ビル（博多区博多駅南1-3-6）

　

福
岡
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
は
、
今
年
10
月
か
ら

福
岡
県
の
最
低
賃
金
を
８

１
４
円
か
ら
８
４
１
円
に
、

目
安
額
26
円
を
1
円
上
回

る
27
円
引
き
上
げ
の
答
申

を
し
ま
し
た
。
福
岡
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
が
目
安

額
を
上
回
る
答
申
を
し
た

の
は
5
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
時
間
額
８

４
１
円
で
は
、
人
間
ら
し

い
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
を
送

る
こ
と
は
で
き
ず
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
か
ら
抜
け
出

す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
地
域
別
最
低
賃

金
の
改
定
で
は
、
東
京
都

が
１
０
１
３
円
、
神
奈
川

県
が
１
０
１
１
円
と
初
め

て
１
０
０
０
円
を
上
回
り
、

全
国
加
重
平
均
は
27
円
上

が
っ
て
９
０
１
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
最

下
位
だ
っ
た
鹿
児
島
県
が

目
安
額
26
円
に
3
円
上
乗

せ
し
て
29
円
の
引
き
上
げ

で
７
９
０
円
と
な
り
、
他

の
低
額
地
域
で
も
東
京
都

と
の
格
差
拡
大
を
阻
止
す

る
た
め
に
積
極
的
に
上
積

み
が
行
わ
れ
、
最
低
額
７

９
０
円
に
15
県
が
並
ぶ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
高
額
の

東
京
都
と
最
低
額
地
方
の

格
差
は
、
２
０
０
３
年
以

　

福
岡
県
労
連
は
第
30
回

定
期
大
会
を
8
月
18
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
・
運
動
方
針

案
を
福
山
事
務
局
次
長
が

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
経

過
報
告
で
は
、「
未
組
織

若
年
労
働
者
の
組
織
化
」

を
最
重
点
計
画
に
全
労
連

組
織
拡
大
総
が
か
り
運
動

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
３
回

の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
セ
ミ

ナ
ー
開
催
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
、
３
千
万
署
名
を
は

じ
め
と
し
て
九
州
内
の
米

軍
基
地
化
に
反
対
す
る
平

和
の
取
り
組
み
や
、
実
質

賃
金
の
底
上
げ
実
現
に
向

け
て
福
岡
地
方
最
賃
審
議

会
に
非
「
連
合
」
所
属
候

補
の
任
命
要
請
、
福
岡
労

働
局
へ
全
国
一
律
最
賃
制

度
創
設
の
要
請
、
加
盟
各

組
織
の
春
闘
経
過
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。

来
16
年
ぶ
り
の
改
善
と
な

り
、
昨
年
の
２
２
４
円
か

ら
２
２
３
円
へ
と
1
円
縮

小
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間

拡
大
し
続
け
た
格
差
を
大

き
く
改
善
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
岡
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
は
答
申
に
あ
た
り
3

点
の
付
帯
決
議
を
し
、
そ

の
一
つ
に
「
中
央
最
低
審

議
会
に
お
い
て
、
地
域
間

格
差
が
拡
大
し
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
」
が
あ
り

ま
す
。
福
岡
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
が
「
地
域
間
格

差
」
を
本
当
に
問
題
だ
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
今

年
度
の
改
定
に
お
い
て
も

東
京
都
と
の
格
差
が
拡
大

し
な
い
よ
う
に
28
円
以
上

の
引
き
上
げ
を
答
申
す
る

こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　

福
岡
県
労
連
で
は
、
こ

の
間
「
意
見
書
」
や
「
異

議
申
出
書
」
の
提
出
な
ど

で
「
全
国
一
律
最
賃
制
」

「
今
す
ぐ
１
０
０
０
円
、

早
く
１
５
０
０
円
に
」「
中

小
企
業
支
援
」
を
求
め
て

お
り
、
毎
月
実
施
し
て
い

る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

宣
伝
行
動
で
広
く
市
民
に

知
ら
せ
、
さ
ら
に
大
き
な

声
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

運
動
方
針
提
案
で
は
、

組
織
拡
大
３
ヶ
年
計
画
の

最
終
年
度
と
し
て
大
き
な

飛
躍
を
め
ざ
す
べ
く
未
組

織
若
年
労
働
者
の
組
織
化

を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ

と
を
提
案
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
か
ら
、
マ
ス
コ

ミ
の
告
知
や
扇
動
行
動
を

強
化
し
て
、
専
門
家
を
招

い
た
市
民
講
座
や
ま
ち
か

ど
相
談
の
開
催
、
産
別
組

織
と
の
運
動
の
共
有
と

い
っ
た
取
り
組
み
で
点
と

し
て
存
在
す
る
未
組
織
労

働
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

強
化
す
る
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

　

他
に
も
、
直
方
市
の
公

契
約
条
例
に
学
び
な
が
ら

福
岡
県
労
連
と
し
て
の
公

契
約
適
正
化
の
取
り
組
み

の
方
針
づ
く
り
、
労
働
委

員
会
労
働
者
委
員
へ
の
非

連
合
委
員
の
任
命
や
働
き

方
改
革
に
対
す
る
運
動
や

　

人
事
院
は
8
月
7
日
、
官
民
格
差
（
３
８
７
円
／
０
・
０
９
％
）
に
も
と
づ
き
、
初
任

給
と
若
年
層
の
引
き
上
げ
、
０
・
０
５
月
分
の
一
時
金
（
勤
勉
手
当
）
の
引
き
上
げ
を
勧

告
し
ま
し
た
。
最
賃
平
均
額
を
下
回
る
水
準
の
高
卒
初
任
給
、
賃
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

中
高
年
層
な
ど
を
顧
み
な
い
な
ど
、
生
活
改
善
が
出
来
な
い
勧
告
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
、公
務
・
民
間
、さ
ら
に
は
市
民
運
動
と
も
共
同
を
広
げ
、消
費
税
増
税
阻
止
、

改
憲
を
許
さ
な
い
闘
い
が
焦
点
と
な
り
ま
す
。

判
や
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
、

公
契
約
課
条
例
へ
の
取
り

組
み
な
ど
各
組
織
の
情
勢

や
た
た
か
い
の
特
徴
の
報

告
が
議
案
を
補
強
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
大
会
宣
言
で

４
万
人
県
労
連
の
早
期
実

36
協
定
の
ル
ー
ル
を
知
ら

せ
る
た
め
の
宣
伝
行
動
な

ど
、
賃
金
の
引
き
上
げ
や

労
働
政
策
の
民
主
化
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
運

動
方
針
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　

討
論
で
は
全
労
連
女
性

セ
ン
タ
ー
、
建
交
労
、
全

国
一
般
、
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
、
医
労
連
、
福
岡
自
治

労
連
、
福
岡
県
医
労
連
、

福
岡
地
区
労
連
、
北
九
州

地
区
労
連
、
年
金
者
組

合
、
福
岡
県
国
公
、
福
建

労
の
各
組
織
か
ら
14
人
の

代
議
員
が
発
言
。
年
金
裁

現
を
め
ざ
し
、
19
秋
闘
、

20
春
闘
の
勝
利
を
目
指
し

て
全
力
で
奮
闘
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
山
下
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

具
体
的
取
り
組
み
で
組
織
拡
大

３
ヶ
年
計
画
最
終
年
度
を
飛
躍
の
年
に

14
人
の
代
議
員

か
ら
補
強
発
言

未
組
織
労
働
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化

県労連 山下議長

共産党 田村貴昭衆議院議員

社民党 佐々木允県議会議員

全労連 橋口副議長

自由法曹団 山本弁護士

北九州市・25才男
最低生計費試算

時給

くわしくは
こちら

円1,684
判明
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ア
ン
ケ
ー
ト
で
42
名
と
対
話

2020年はニューヨークで 
原水爆禁止2019年世界大会

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
カ
フ
ェ
開
催

今後の日程  9/9（月）いかんよ貧困街頭宣伝・博多駅博多口、いかんよ貧国役員会、県労連第1回4役会議　9/13（金）ディセントワーク宣伝・博多駅筑紫口　9/15（日）北九州地区労連定期大会、わくわく講座・スクーリング②　9/17（火）教育宣伝局会議、県労連幹事会①

◆あなたと家族の自家用車の任意保険（共済）に入っ
ていますよねえ。「保障はいくら入っていますか？」
と聞くと「対人・対物で無制限」とみなさん答えます。
万が一不幸がおこり、相手を死なせて（重大な怪我を
させて）しまった時の事を多くの人が考えています。

あなたとあなたの車の同乗者は大丈夫ですか？事故の相手の保険（共
済）の「対人・対物で無制限」が使えますか？貴方とあなたの車の同
乗者を守る搭乗者傷害補償は、東京の大手の損保会社が導入して一気
に広がりました。あなたと相手の過失を相殺し 50対 50 だと保障は
半分に。大きな落とし穴があります。8人に 1人が任意保険（共済）
に加入していないことです。「事故相手の保険（共済）が使えない」だっ
たら「自分の保険 ( 共済 ) で守る」しかありません。1時間に 57 件
の事故が全国で起こっています。「万全な保障と仲間の助け合い」全
労連共済の自動車共済。一度見積を。宣伝でした。� （は）

ま
ち
か
ど
相
談

【
連
合
通
信
・
隔
日
版　

№
９
４
１
９
よ
り
】

武
器
と
し
て
の
世
論
調
査

後
集
記

編

原水爆禁止 2019 年世界大会・長崎は、特別決議「長崎からす
べての国の政府への手紙」を採択し、一刻も早く核兵器を廃絶し、
人類を破滅の危機から救うために行動することを訴えました。

公園に設置した受付

働き方アンケートの聞き取り

著
者
／
三
春
　
充
希

　

県
労
連
で
は
若
年
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
の
た

め
、
地
域
へ
の
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
、
市
民
講
座

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
8
月
3
日

㈯
に
福
岡
市
中
央
区
警
固
公
園
に
お
い
て
「
ま
ち
か
ど

相
談　

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
カ
フ
ェ
」を
取
り
組
み
ま
し
た
。

率
に
よ
る
野
党
列
島
」
の
図

が
あ
り
ま
す
。
西
日
本
特
に

私
が
住
ん
で
い
る
九
州
は
野

党
の
得
票
が
低
く
日
本
沈
没

状
態
で
ほ
ぼ
陸
地
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
世
論
調
査
に

対
し
て
訝
し
げ
に
見
て
い
ま

し
た
が
視
点
が
変
わ
り
ま
し

た
。
私
は
彼
の
分
析
も
自
身

の
情
報
発
信
方
法
の
在
り

方
、
野
党
共
闘
の
進
め
方
な

ど
を
考
え
る
材
料
に
も
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も

触
れ
て
ほ
し
い
視
点
で
す
。

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

�

（
ふ
く
や
ま
け
い
じ
）

　

私
が
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
「
み
ら

い
選
挙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

三
春
さ
ん
が
本
を
出
版
し
た

の
で
早
速
購
入
し
ま
し
た
。

彼
の
つ
ぶ
や
き
は
切
り
口
が

す
る
ど
く
い
つ
も
興
味
を

持
っ
て
み
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
購
入
後
に
こ
の
本
を
開

く
と
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
口
絵
の
一
つ
に
「
得
票

この本
おすすめ

エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
組
　
長
田
　
洋
一

　

全
労
連
総
が
か
り
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
自

交
総
連
が
、
直
接
労
働
者

と
の
対
話
を
行
い
拡
大
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
今
回
は
積
極
的
に

対
話
を
進
め
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
対
話
が

進
む
よ
う
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
高
校
生
・

就
活
生
向
け
の
働
く
ル
ー

ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
権
利

手
帳
な
ど
の
設
置
、
マ
イ

ク
を
使
い
働
く
ル
ー
ル
の

説
明
も
行
う
中
、
有
給
休

暇
・
残
業
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
参
加
者
8

人
で
行
い
42
名
の
市
民
と

対
話
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と

対
話
し
た
人
た
ち
の
65
％

が
正
規
社
員
、
11
％
が
契

約
社
員
、
24
％
が
パ
ー
ト

ア
ル
バ
イ
ト
で
し
た
。

　

有
給
休
暇
の
取
得
に
つ

い
て
、「
希
望
の
日
に
取

れ
る
」
が
73
％
を
占
め
る

一
方
、「
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
」「
あ
る
と
知
ら

な
か
っ
た
」「
な
い
」
と

回
答
が
27
％
あ
り
ま
し

た
。
残
業
時
間
は
ゼ
ロ
か

ら
10
時
間
以
内
が
58
％
で

し
た
が
、
法
定
残
業
時
間

45
時
間
を
超
え
る
回
答
も

10
％
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
残
業
代
の
支
払

い
に
つ
い
て
は
、「
す
べ

て
支
払
わ
れ
て
い
る
」
が

73
％
で
し
た
が
、「
一
部
」

「
支
払
わ
れ
て
い
な
い
」

が
27
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
42
名
の
対
話
の

中
で
も
、
時
給
ア
ッ
プ
、

残
業
時
間
の
削
減
な
ど
労

働
条
件
の
改
善
を
望
む
声

が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

　

原
水
禁
２
０
１
９
年

世
界
大
会
は
8
月
3
日

～
6
日
広
島
、
8
月
7

日
～
9
日
長
崎
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
7
日
長

崎
の
開
会
集
会
に
は
、

全
国
か
ら
４
０
０
０
人

が
参
加
。
長
崎
市
長
は

じ
め
各
団
体
か
ら
核
廃

絶
の
運
動
を
広
げ
て
い

こ
う
と
連
帯
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

連
帯
挨
拶
の
な
か
で

は
、
原
爆
投
下
か
ら
74

年
、
被
爆
者
の
平
均
年

齢
が
82
歳
を
超
え
、
近

い
将
来
、
生
存
被
爆
者

が
ゼ
ロ
に
な
る
時
代
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
な

か
、
こ
の
悲
惨
な
出
来

事
へ
の
思
い
を
次
世
代

が
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
の
重
要
性
が
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
お
こ

な
わ
れ
る
核
不
拡
散
条

約
再
検
討
会
議
で
成
果

を
出
す
た
め
に
、
こ
の

一
年
い
っ
そ
う
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
く

こ
と
が
提
起
さ
れ
、
盛

会
と
な
っ
た
集
会
で
し

た
。

全
印
総
連
福
岡
地
連　

�

岩
本　

義
孝

改
善
を
望
む
声
も

　全労連が実施している「わくわく講座」。2019 年の取り組みが始まり、
県労連では今年もスクーリングを始めます。「わくわく講座」受講生はも
ちろん、どんな内容か知りたいという方の参加も歓迎です。事前に申し込
みの上ご参加ください。なお、スクリーング終了後には講師との懇親会も
開催します。＜開催日程＞は次の通りです。

〈
開
催
日
程
〉

　第 2回　　9月15日（日）14時～
　第 2章「一人じゃできないこともみんなで力をあわせ」
　　　　　労働者・労働組合の権利�
　講師：下関市立大学経済学部　関野秀明教授

　第 3回　　10月  5 日（土）14時～　
　第 3章「みんなで討論、みんなで決定、みんなで実践」
　　　　　労働組合の組織と運営
　講師：下関市立大学経済学部　関野秀明教授

　第 4回　　11月24日（日）14時～
　第 4章「賃金あげたい、健康で働き続けたい」　
　　　　　労働者・労働組合の基本的な要求と重点課題
　講師：下関市立大学経済学部　関野秀明教授

2019年度

「わくわく講座」スクーリング

き
未
組
織
労
働
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
い
組
織
化

を
進
め
る
上
で
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。


